
１ 単元名 小学校 第４学年「面積のはかり方と表し方」 （東京書籍） 

 

２ 目指す児童の姿 

・算数的活動を通して、正方形や長方形の面積の求め方を考えることができる。 

・正方形や長方形の面積の求め方を、図や式を用いて自分の言葉で表現することができる。 

 

３ 指導のポイント 

◇図に示すなど課題を理解させ、解決への見通しをもたせる。 

◇具体的に操作できるカードなど、支援の必要な児童への準備をしておく。 

◇「何を調べたのか」、「どのように調べたのか」などについて明らかにして説明させる。 

◇解決方法の交流の際は、自分と他者の考えの違いや共通点を意識させ、みんなで学習することの楽しさや

意義を味わわせるようにする。 

◇机間指導をして、全員の考えを把握し、交流時に指名する児童を考えておく。 

 

４ 指導計画 

時

間 
ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） ※項目内容は欄外参照 

算数への関心・意

欲・態度 
数学的な考え方 

数量や図形につい

ての技能 

数量や図形につい

ての知識・理解 

１ 正方形と長方形の広さの

比べ方を、単位となる大き

さを基に考え、表現する。 

・既習事項を想起し、単位

となる大きさを決め、そ

のいくつ分になるのか

数値化して比べる。 

 

◎面積の大きさを

数値化して表す

ことのよさに気

付いている。

（ア、オ） 

○正方形や長方形

の面積につい

て、単位となる

大きさを基にし

て数値化するな

どを考えてい

る。（ウ） 

  

２ 面積の単位（cm２）と測定

の意味を理解する。 

・１cm２の個数で面積を調

べたり、同じ面積を違っ

た形で方眼に表したり

する。 

 

   ◎面積の単位（cm２）

と測定の意味を

理解している。

（ウ、エ） 

３ 正方形や長方形の面積は

計算によって求めること

ができることを理解する。 

・正方形や長方形の面積が

計算で求められること

から、それらの面積の求

め方を考える。 

 

 ◎正方形や長方形

の面積の求め方

を考えている。

（ウ、エ） 

 ◎必要な部分の長

さを用いること

によって、正方形

や長方形の面積

は計算によって

求めることがで

きることを理解

している。（イ、

エ） 

 



４ 正方形や長方形の面積の

公式を考え表現し、公式に

ついて理解する。 

・正方形や長方形の面積が

計算で求められること

から、それらの面積を求

める公式を考えたり、公

式を用いて面積を求め

たりする。 

 

◎公式を用いると

数量の関係を一

般的に表すこと

ができるという

よさに気付き、

正方形や長方形

の面積の公式を

導き出そうとし

ている。（ウ） 

  ○公式が一般的な

数量の関係を表

していることな

ど、公式について

の考え方を理解

している。（ア） 

５ 正方形や長方形の面積を

求める公式を活用する。 

・正方形や長方形の面積を

公式を用いて求めたり、

公式から辺の長さを求

めたりする。 

 

 ○公式はいろいろ

な問題に活用で

きることを見い

だしている。

（エ） 

◎正方形や長方形

の面積を公式を

用いて求めたり、

公式から辺の長

さを求めたりす

ることができる。

（ウ、エ） 

 

６ 正方形や長方形を組み合

わせたＬ字型や凹字型な

どの図形の面積の求め方

を考え表現する 

・Ｌ字型や凹字型などの図

形の面積を、正方形や長

方形に分割したり、全体

から部分を引いたりし

て求める。 

 

○公式を進んで用

いようとしてい

る。（ア、オ） 

◎正方形や長方形

を組み合わせた

図形の面積につ

いて考えてい

る。（ウ） 

  

７ 

 

本

時 

長方形や正方形の辺の長

さや面積に着目して図形

の面積の求め方を考え表

現する。 

・図形の辺の長さや面積に

着目して、隙間なく敷き

詰められるかどうかに

ついて、その方法や理由

を数学的に表現する。 

 

 ◎解決方法を言葉

や式などを用い

て筋道立てて説

明することがで

きる。（ウ、エ） 

  

８ 面積の単位（m２）を理解し、

１m２の大きさの感覚をも

つ。 

・１m２の大きさを新聞で作

り、教室の面積を調べ

る。 

   ◎面積の単位（m２）

を知り、１m２の大

きさについて豊

かな感覚をもっ

ている。（ア、ウ） 



９ 身の回りにあるものの面

積について、およその見当

を付けて測定する。 

・折り紙、机の面、花壇、

体育館などの面積につ

いて、定規や巻き尺など

を用いて測定する。 

 

  ○身の回りにある

ものの面積を実

際に測定するこ

とができる。（エ） 

◎大きさの見当を

付けたり、適切な

単位を選択した

りするなど豊か

な感覚をもって

いる。（ウ） 

10 大きな面積の単位（a、ha、

km２）を知り、それらの関

係について理解する。 

・水田や畑、牧場などの大

きな面積を求める。 

 

 

 

 

  ○公式を用いて数

量の関係を表し

たり、公式の言葉

で表されている

ものにいろいろ

な数を当てはめ

ることができる。

（ウ、エ） 

◎大きな面積の単

位（ａ、ha、km２）

を知り、それらの

関係について理

解している。（エ） 

11 面積の単位と測定の意味、

正方形や長方形の面積の

求め方を理解したり、正方

形や長方形、Ｌ字型などの

図形の面積を求めたりす

る。 

・学習内容を振り返りまと

める。 

 

  ◎正方形や長方形

などの面積を求

めることができ

る。（ウ、カ） 

◎面積の単位と測

定の意味につい

て理解している。

（エ） 

 （評価方法） 

  ア：学習活動の様子の観察 

  イ：問題解決の状況の観察 

  ウ：話し合ったり発表したりする様子の観察 

  エ：ノート、ワークシートによる個人解決や練習問題の解決状況の分析 

  オ：ノート、ワークシートによる振り返りの記述の分析 

  カ：ペーパーテストの記述の分析 

 

 

 

 

５ 指導の例 

（１）本時の目標 

・長方形や正方形の辺の長さや面積に着目し、隙間なく敷き詰められるかどうかについて、その方法や理

由を数学的に表現することができる。 

 

 



（２）指導過程                             ※ 内は評価の観点を示す。 

学習活動と発問 指導上の留意点と評価 

課題の把握 

  すきまなくしきつめられるかな  

 

 

１ 二つのサイズのちがう長方形を縦４cm、横２cm の長方形で

敷き詰める方法を考える。 

・パズルみたいだな。 

・他の方法でもできそうだな。 

・うまく敷き詰めることができたよ。 

・カードを並べていくと分かりやすいな。 

 

２ １辺が５cmと３cmの正方形で、１辺が１０cmの正方形を敷

き詰められるか考える。 

・図にかき込んで考える。 

  １辺が５cmの正方形は敷き詰められる。 

  １辺が３cmの正方形では敷き詰められない。 

・辺の長さで考える。 

  １０÷５＝２となり、割り切きれるので敷き詰められる。 

  １０÷３＝３.３３・・・となり、割り切れないので敷き詰

められない。 

・面積で考える。 

  １００÷２５＝４となり、割り切れるので敷き詰められる。 

  １００÷９＝１１.１・・・となり、割り切れないので敷き

詰められない。 

・９枚と１１枚の違いは、３cm２の長方形６枚分であることが分

かる。 

・２５×４＝１００だから１辺が５cm の正方形は敷き詰められ

る。 

 

 

３ １辺が３cmの正方形を使って、敷き詰めることができる 

１００cm２に近い正方形や長方形をさがす。 

・正方形のカードを並べた図をもとにして説明する。 

・１００cm２に近い正方形の場合 

  １辺は１０cmに近くなる。正方形のカードは１辺が３cm な

ので、３枚で１辺９cmの正方形（８１cm２）ができる。 

・１００㎠に近い長方形の場合 

  縦３cm 横３３cm なら面積は９９cm２になる。縦９cm 横１２

cmなら面積は１０８cm２になる。 

 

 

 

・天井を敷き詰めているパネルや床のタイルなどを

見ながら課題の必然性を感じ取らせる。 

 

・図に示すことによって、問題を確実に理解できる

ようにし、解決への見通しを持たせる。 

・困っている場合には、具体的に操作できるカード

を準備しておく。 

 

 

 

考 カードを敷き詰めることができるか判断するた

めの方法を数学的に表現することができる。（話し

合ったり発表したりする様子の観察、ワークシー

トによる個人解決の状況の分析） 

 

・数量や図形の特徴に着目して、解決方法を考えさ

せる。 

・説明が不備な場合は、「何を」調べたのか、「どの

ように」調べたのか、調べた結果「どのような状

態であることを」確かめるのかを明らかにして、

説明できるよう助言する。 

・解決方法の交流の際には、自己と他者の考えの違

いや共通点を意識させ、みんなで学習することの

楽しさや意義を味わわせるようにする。 

 

 

 

 

 

考 解決方法を言葉や式などを用いて筋道立てて説

明することができる。（話し合ったり発表したりす

る様子の観察、ワークシートによる個人解決の状

況の分析） 

 

・９×１１＝９９の式で止まっている児童には、９

と１１が何を表わしているのかを問いながら、図

形をかかせて理解を深めさせる。 

 

 

 



 

・辺の長さと面積の関係について表にして説明する。 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

縦の長さ（㎝） ３ ６ ９ １２ １５ １８ 

横の長さ（㎝） ３３ １８ １２ ９ ６ ６ 

面積（㎝２） ９９ １０８ １０８ １０８ ９０ １０８ 

 


